
 

 

 

 

 

■寄附金の使い道について（ご報告） 

 令和６年度までにご寄附いただきました寄附金は、かさまつ応援基金条例に基づき、「かさま

つ応援基金」に積立て、事業の実施など十分な検討を行ったうえ、令和 7年度に 

全 5事業 77,111千円を活用させていただきましたので、ここにご報告いたします。 

 

★公共施設巡回町民バス運行事業  44,798千円 

笠松町内の公共施設や病院、駅などを巡回している 

コミュニティバス「公共施設巡回町民バス」をリニューアルし、新車両を納車。 

新しい車両は、笠松町の魅力を詰め込んだモチーフデザインを採用し、 

町花｢桜｣や｢馬｣、｢ハートの木｣などをキャラクター化しています。 

 

★観光促進事業  3,348千円 

賑わいのあるまちづくりを推進するため、おなじみの「かさマルシェ」や「リバーサイドカーニバル」、 

「春まつり」などに加え、「スーパーカーフェスタ」や「かさまつキッズフェスタ」、 

「かさまつサイクルパーク」といった新たな活性化イベントも実施。 

 

 

 

 

★プロモーション推進事業  6,119千円 

笠松町を広く PRし、地域の活性化や魅力を向上させるため、SNSの活用や 

プロスポーツとの連携など、幅広い分野での自治体プロモーションを実施。 

 

 

★子ども医療費助成事業  19,440千円 

令和 7年 4月診療分より、笠松町内の子どもの福祉医療費助成の 

対象年齢を「15歳に達する年度末」から「18歳に達する年度末」へ拡大。 

 

 

  

 

 

岐阜県笠松町は、岐阜県南西部に位置し、岐阜県 42市町村のうち小さい方から数えて 3番目ですが、約 3分の 1の面積を木曽川が占め、

自然と都市化が上手く共存できた活気あふれるまちです。名馬オグリキャップを輩出した笠松競馬場が有名です。 



★特色ある教育活動推進事業  3,406千円 

町内の小中学生の学習教材として、従来の紙媒体のドリルから 

AI搭載のデジタルドリルを導入。基礎学力の定着から、思考力・ 

判断力・表現力の育成までを支援し、子どもの理解度に応じて 

個別最適化した問題を出題することで、一人ひとりの「できた」を 

引き出し、積極的な学習を促進。 

 

 
笠松町役場 企画 DX課  

〒501-6181 岐阜県羽島郡笠松町司町 1番地 

℡：058-388-1113 

ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ：kikaku@town.kasamatsu.lg.jp 
 

町ふるさと納税ページ↓ 


